
若
者
が
選
ぶ
中
国
大
陸
観
光
目
的
地

旅
行
予
約
サ
イ
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
中国駐東京
観光代表処

深
圳（
海
外
６
位
、国
内
８
位
）

経
済
特
区
と
し
て
発
展昆

明（
海
外
８
位
、国
内
５
位
）

「
天
下
一
の
奇
観
」石
林

中国一の大都市、東西異なる街並み
上海（海外１位、国内１位）

北
京（
海
外
３
位
、国
内
２
位
）

政
治
の
中
心
、中
国
の
顔

広
州（
海
外
４
位
、国
内
４
位
）

本
場
の
広
東
料
理
味
わ
う

長江三峡下りの起点
重慶（海外位、国内７位）

西
安（
国
内
６
位
）

西
域
へ
つ
な
が
る
道

杭
州（
国
内
９
位
）

風
光
明
媚
な
西
湖

三国時代の文化息づく
成都（海外５位、国内３位）

青
島（
海
外
９
位
）

ビ
ー
ル
博
物
館
も孫文まつる中山陵

南京（国内位）

厦
門（
海
外
７
位
）

島
全
体
が
世
界
遺
産
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中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
分
析
し
、
日
本
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
今
回
は
中
国
の

旅
行
予
約
サ
イ
ト
「
シ
ー
ト
リ
ッ
プ
」
の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、
中
国
国
外
、
中
国
国
内
、
そ
れ
ぞ
れ
の
若
年
齢
層
の
中
国
大
陸
観
光
目
的
地
人
気
ベ

ス
ト

を
紹
介
す
る
。

世界の窓公園

石林

　
近
代
的
な
上
海
の
景
観

　
ク
ル
ー
ズ
船

　
兵
馬
俑
坑

　
西
湖

　
天
安
門

　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ

青島ビール中山陵

　
コ
ロ
ン
ス
島

　
上
海
は
人
口
２
４
０
０
万

人
を
抱
え
る
中
国
一
の
大
都

市
。
長
江
の
支
流
、
黄
浦
江

が
街
の
中
心
を
流
れ
、
西
側

は
古
く
か
ら
の
市
街
地
浦
西

地
区
、
東
側
は
近
年
発
展
が

著
し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
浦

東
地
区
と
、
趣
の
異
な
る
街

並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
浦
西
地
区
は
黄
浦
江
の
川

沿
い
に
位
置
し
、
中
洋
折
衷

の
古
い
建
物
が
軒
を
連
ね
る

外
灘
（
バ
ン
ド
）
、
４
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
名
園
・
豫

園
（
よ
え
ん
）、市
民
の
憩
い

の
広
場
・
人
民
広
場
、
中
国

一
の
繁
華
街
・
南
京
路
歩
行

街
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。

　
一
方
、
浦
東
地
区
は
高
さ

４
６
８
㍍
の
東
方
明
珠
タ
ワ

ー
を
は
じ
め
、
高
層
の
建
築

物
が
林
立
。
未
来
都
市
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。

　
黄
浦
江
の
水
辺
は
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
、
観
光
客
が
の

ん
び
り
と
散
策
で
き
る
ほ

か
、
両
岸
の
都
市
風
景
を
一

望
す
る
遊
覧
船
も
運
航
さ
れ

て
い
る
。

　
川
の
両
岸
の
建
物
は
、
夜

は
美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
。
昼
と
は
様
相
が
異
な

る
風
景
を
楽
し
み
た
い
。

　
中
国
四
大
料
理
の
一
つ
、

上
海
料
理
は
濃
い
味
と
甘
さ

が
特
徴
。
コ
メ
の
産
地
で
魚

介
類
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
こ

れ
ら
を
素
材
に
し
た
料
理
が

多
い
。
上
海
ガ
ニ
や
小
籠
包

が
有
名
だ
。

越秀公園五羊石像

　
深
圳
は
広
東
省
沿
海
部
の

経
済
特
区
で
、
特
別
行
政
区

の
香
港
と
隣
接
。
か
つ
て
は

静
か
な
漁
村
だ
っ
た
が
、
１

９
８
０
年
に
中
国
初
の
経
済

特
区
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
急

速
に
発
展
。
現
在
は
人
口
３

０
０
万
人
を
抱
え
る
中
国
有

数
の
大
都
市
と
な
っ
て
い

る
。

　
市
内
に
は
い
つ
く
か
の
テ

ー
マ
パ
ー
ク
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
世
界
の
窓
公

園
は
、
総
面
積

万
平
方
㍍

の
敷
地
内
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
、
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
な
ど
世
界
の
名
所

を
再
現
し
て
い
る
。

　
昆
明
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

と
国
境
を
接
す
る
雲
南
省
の

省
都
。

　
郊
外
に
あ
る
石
林
は
、
貴

州
省
の
茘
波
（
れ
い
は
）、重

慶
市
の
武
隆
と
と
も
に
中
国

南
方
カ
ル
ス
ト
の
構
成
要
素

と
し
て
２
０
０
７
年
、
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

今
か
ら
２
億
年
前
、
地
殻
変

動
で
海
底
が
隆
起
。
地
表
に

現
れ
た
石
灰
岩
が
長
年
の
雨

風
の
浸
食
で
削
ら
れ
、
特
異

な
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
形
の
石
柱
が
林
立

し
、
そ
の
姿
は
「
天
下
一
の

奇
観
」
と
う
た
わ
れ
る
。

　
重
慶
は
北
京
、
上
海
、
天

津
に
続
く
中
国
４
番
目
の
中

央
直
轄
市
。
１
９
９
７
年
、

内
陸
部
で
初
め
て
そ
の
指
定

を
受
け
た
。
長
江
上
流
の
経

済
の
中
心
都
市
で
、
観
光
面

で
は
「
長
江
三
峡
下
り
」
の

起
点
と
な
る
ほ
か
、
郊
外
に

あ
る
世
界
遺
産
の
「
大
足
石

刻
」「
中
国
南
方
カ
ル
ス
ト
」

が
有
名
だ
。

　
「
長
江
三
峡
」
と
は
、
長

江
中
流
に
あ
る
瞿
塘
峡
（
く

と
う
き
ょ
う
）
な
ど
三
つ
の

峡
谷
の
総
称
。
大
き
な
遊
覧

船
で
観
賞
す
る
ク
ル
ー
ズ
が

人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
四
川
省
の
省
都
、成
都
は
、

古
名
を
巴
蜀
（
は
し
ょ
く
、

巴
は
現
在
の
重
慶
、
蜀
は
成

都
を
中
心
と
し
た
地
域
）
と

い
い
、
劉
備
や
諸
葛
亮
が
活

躍
し
た
三
国
時
代
の
蜀
国
ゆ

か
り
の
文
化
が
今
も
息
づ
い

て
い
る
。
麻
婆
豆
腐
な
ど
激

辛
な
四
川
料
理
も
日
本
で
な

じ
み
が
深
い
。

　
武
候
祠
は
蜀
を
建
国
し
た

劉
備
と
劉
備
に
仕
え
た
諸
葛

亮
を
併
せ
て
ま
つ
る
祠
で
、

中
国
で
最
も
大
き
な
三
国
遺

跡
博
物
館
。
「
三
国
志
の
聖

地
」
と
し
て
、
フ
ァ
ン
必
見

の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
に
あ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
繁
殖
研
究
基
地

は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
動
物

を
保
護
、
研
究
し
て
い
る
。

　
福
建
省
の
主
要
都
市
、
厦

門
（
ア
モ
イ
）
は
、
そ
の
温

暖
な
気
候
な
ど
か
ら
「
中
国

で
最
も
住
み
や
す
い
町
」
と

い
わ
れ
る
。

　
本
土
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
お

よ
そ

分
、
面
積
２
平
方
㌔

ほ
ど
の
小
島
・
コ
ロ
ン
ス
島

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
世
界

各
国
の
領
事
館
が
か
つ
て
置

か
れ
、
現
在
も
千
軒
以
上
の

西
洋
建
築
物
が
残
る
。
島
全

体
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
島
で
は
古
く
か
ら
楽
器
を

奏
で
る
習
慣
が
あ
り
、
著
名

な
音
楽
家
も
輩
出
。
島
内
に

は
オ
ル
ガ
ン
の
博
物
館
も
あ

る
。

　
南
京
は
近
代
民
主
主
義
の

祖
、
孫
文
（
孫
中
山
）
が
唱

え
た
「
博
愛
主
義
」
の
遺
構

が
残
る
町
。

　
市
内
に
あ
る
中
山
陵
は
孫

文
を
ま
つ
る
陵
で
、
３
９
２

段
の
階
段
の
上
に
孫
文
が
眠

る
石
の
棺
を
安
置
す
る
祭
堂

が
あ
る
。３
９
２
の
数
字
は
、

孫
文
が
中
華
民
国
の
大
統
領

に
就
任
し
た
当
時
の
人
口

（
３
億
９
２
０
０
万
人
）
に

ち
な
ん
だ
。

　
近
年
は
釈
迦
の
頭
蓋
骨

（
仏
舎
利
）
が
発
見
さ
れ
た

大
報
恩
寺
と
、
仏
舎
利
を
保

存
す
る
牛
首
山
が
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　
北
京
は
中
国
の
首
都
で
、

政
治
の
中
心
。
２
０
０
８
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
契

機
に
、
国
際
都
市
と
し
て
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い

る
。

　
故
宮
は
旧
称
を
紫
禁
城
と

い
い
、
明
清
２
代

人
の
皇

帝
の
宮
殿
だ
っ
た
。
世
界
に

現
存
す
る
最
大
規
模
の
木
造

り
構
造
物
群
で
、
敷
地
内
に

は
９
８
０
の
建
物
が
あ
る
。

　
故
宮
の
正
門
に
当
た
る
の

が
「
中
国
の
顔
」
と
も
い
わ

れ
る
天
安
門
だ
。
中
は
一
般

公
開
さ
れ
、
門
の
上
か
ら
広

大
な
広
場
（
天
安
門
広
場
）

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
天
壇
は
明
清
時
代
の
皇
帝

が
五
穀
豊
穣
を
願
い
祈
っ
た

祭
祀
の
場
。
１
４
２
０
年
の

創
建
で
、
中
国
に
現
存
す
る

最
大
の
祭
壇
建
造
物
。

　
頤
和
園
は
清
の
時
代
の
皇
帝
た
ち
の
離
宮
と
庭
園
。
承

徳（
河
北
省
）の
避
暑
山
庄
、

蘇
州
（
江
蘇
省
）
の
拙
政
園

と
留
園
と
と
も
に
中
国
四
大

名
園
の
一
つ
。

　
北
京
市
中
心
か
ら

㌔
の

郊
外
に
あ
る
八
達
嶺
長
城

は
、
中
国
大
陸
を
横
断
す
る

万
里
の
長
城
の
中
で
も
最
も

整
備
が
進
み
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
広
州
は
広
東
省
の
省
都
で

華
南
最
大
の
都
市
。
中
国
四

大
料
理
の
一
つ
、
広
東
料
理

や
、
ワ
ゴ
ン
で
運
ば
れ
る
小

皿
料
理
「
飲
茶
」
は
こ
こ
広

州
が
本
場
。
「
食
は
広
州
に

あ
り
」
の
言
葉
が
有
名
だ
。

　
広
州
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ

る
５
匹
の
羊
の
像
・
五
羊
石

像
が
あ
る
越
秀
公
園
は
広
州

市
民
の
憩
い
の
場
所
。

　
２
０
１
０
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
広
州
タ
ワ
ー
は
高
さ
６

０
０
㍍
と
い
う
長
大
な
テ
レ

ビ
塔
で
、
世
界
最
長
と
い
う

屋
外
ら
せ
ん
階
段
や
、
世
界

で
最
も
高
い
場
所
に
あ
る
と

い
う
観
覧
車
が
あ
る
。
夜
は

塔
全
体
が
虹
色
に
美
し
く
輝

く
。

　
青
島
は
黄
海
に
突
き
出
た

山
東
半
島
の
付
け
根
に
位
置

す
る
山
東
省
の
主
要
都
市
。

そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
ド
イ

ツ
風
の
街
並
み
が
今
も
残

り
、
独
特
の
雰
囲
気
を
か
も

し
出
し
て
い
る
。
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
が
桟
橋
。清
の
時
代
、

軍
事
用
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
先
端
に
回
瀾
閣
（
か
い

ら
ん
か
く
）
と
呼
ば
れ
る
二

層
の
楼
閣
が
建
つ
。
中
国
で

有
名
な
青
島
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ

ル
に
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
。

　
市
内
に
は
青
島
ビ
ー
ル
の

博
物
館
が
あ
り
、
工
場
見
学

や
試
飲
も
で
き
る
。

　
元
の
時
代
、
イ
タ
リ
ア
の

旅
行
家
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
か
ら
「
世
界
で
最
も
き
れ
い
で

富
の
あ
る
都
市
」
と
称
賛
さ
れ
た
杭
州
。

　
西
湖
は
風
光
明
媚
な
湖

で
、「
中
国
十
大
風
景
名
勝
」

の
一
つ
。

　
「
西
湖
十
景
」
と
呼
ば
れ

る

の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

「
三
譚
印
月
」
（
さ
ん
た
ん

い
ん
げ
つ
）
は
湖
に
浮
か
ぶ

人
工
の
小
島
で
、
島
の
近
く

に
立
つ
３
本
の
石
灯
籠
が
月

と
と
も
に
夜
空
に
輝
く
景
色

が
美
し
い
。
１
元
札
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
西
安
は
ア
テ
ネ
、ロ
ー
マ
、

カ
イ
ロ
と
と
も
に
世
界
四
大

古
都
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
、
遠
く
西
域
へ
と
つ
な
が

る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
の
起

点
と
な
っ
て
い
る
。

　
郊
外
に
あ
る
兵
馬
俑
坑

（
へ
い
ば
よ
う
こ
う
）
は
、

１
９
７
４
年
に
発
見
さ
れ
た

「

世
紀
の
考
古
学
に
お
け

る
最
大
の
発
見
」
。
秦
の
始

皇
帝
が
絶
大
な
権
力
を
誇
示

す
る
た
め
、
兵
や
馬
の
塑
像

を
焼
成
し
、
そ
の
陵
を
守
ら

せ
た
と
い
わ
れ
る
。
出
土
し

た
武
士
俑
だ
け
で
も
約
６
千

体
。
ほ
か
に
、
陶
俑
陶
馬
約

８
千
点
、
青
銅
器
約
４
万
点

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。




